
          第３章　　母子保健施策の展開と取り組み
健やか親子おきなわ２０１０の体系図
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課題が解決された姿

健やか親子おきなわ２
０１０の基本理念

（１）低体重児出生率が全国一高い。

（２）乳児死亡、新生児死亡、周産期死亡が全国平均より高

い。

（３）１０代の人工妊娠中絶、性感染症が増加している。

（４）青少年の飲酒、喫煙、不登校が増加している。

（５）青少年の飲酒、喫煙が低年齢化している。

（６）児童虐待の相談件数が増加している。

（７）不慮の事故や乳幼児突然死症候群など予防可能な原因

　　　で子どもが死亡している。

（８）周産期医療施設、小児医療施設が不足している。

（９）慢性疾患の長期療養児、心身障害児の地域ケアシステ

ム

　　　の確立が充分でない。

（１０）子どもたちの心身の成長発達に欠かせない食生活、運

　　　　動、遊びなどの生活環境が変化している。

課題を解決するための条件 沖縄県の母子保健の主要課題

沖縄県が目ざすもの
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